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令
和
５
年
１
月

18
日
（
水
）、
兼
松

会
頭
を
は
じ
め
５

名
で
、
高
規
格
道

路
の
更
な
る
南
進

を
図
る
た
め
、
令

和
３
年
度
よ
り
進

め
て
い
た
〝
橘
港

と
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
グ

ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
わ
る
要
望
書
〞
を
作
成
し
、

荒
瀬
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
長
ま
た
飯
泉
徳

島
県
知
事
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

四
国
地
方
整
備
局
に
お
い
て
は
、
午
前
中
荒
瀬
局

長
午
後
か
ら
小
林
次
長
・
酒
井
部
長
と
お
会
い
し
、

要
望
書
の
説
明
と
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の
後
徳
島

県
庁
に
お
い
て
、
松
野
県
土
整
備
部
長
・
徳
永
副
部
長
・

担
当
課
長
と
お
会
い
し
、
同
様
に
要
望
書
の
説
明
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容

は
、
橘
港
に
お
い

て
、
２
０
５
０
年

に
向
け
て
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ポ
ー
ト
を
形
成
す

る
こ
と
や
、
四
国

東
南
部
に
お
け
る

経
済
発
展
、
及
び

近
い
将
来
に
発
生

が
想
定
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
・

津
波
対
策
の
た
め

に
交
通
（
人
流
・

物
流
）
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
て
、①
橘
港
・
富
岡
港
を
重
要
港

湾
と
し
て
、
四
国
東
南
部
の
交
通
拠
点
と
す
る
た
め

に
必
要
と
な
る
施
設
等
の
整
備
②
併
せ
て
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
・
津
波
へ
の
万
全
な
対
策
、
及
び
発
災
後

の
応
急
復
旧
活
動
の
た
め
の
海
上
輸
送
拠
点
化
③
橘

港
と
計
画
予
定
の
高
規
格
道
路
を
結
節
さ
せ
、
さ
ら

に
南
進
を
促
進
整
備
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
高
規
格
道
路
の
南
進
を
加
速

化
す
る
た
め
に
、
橘
港
の
整
備
事
業
と
リ
ン
ク
さ
せ
、

皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
要

望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
春
恒
例
の

「
新
年
互
礼
会
」

が
１
月
11
日

（
水
）、
ロ
イ
ヤ

ル
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
に
お
い
て

多
数
の
ご
来
賓

を
お
迎
え
し
、

３
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
ご
来
賓
、

当
所
役
員
議
員

合
わ
せ
て
約
１

１
０
名
が
一
堂

に
会
し
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
晴
れ
や
か
な
新
年
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
兼
松　

功
会
頭
が
「
私
ど
も
地
方

の
中
小
企
業
の
現
状
を
見
渡
し
て
み
ま
す
と
、
大
き
く

は
三
つ
の
国

難
と
言
わ
れ

て
お
り
ま

す
、
コ
ロ
ナ

禍
・
災
害
列

島
・
人
口
減

少
社
会
に
始

ま
り
、
一
昨

年
末
よ
り

は
、
悪
い
イ

ン
フ
レ
、
悪

い
円
安
、
ま

た
大
企
業
と

中
小
零
細
企

業
を
一
括
り

に
し
た
働
き

方
改
革
の
推

進
と
最
低
賃

金
の
大
幅
な

引
き
上
げ
、

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ

を
含
め
待
っ

た
無
し
の
課

題
が
山
積
み

さ
れ
て
い

る
。
本
年
４

月
か
ら
の
新

し
い
事
業
年

度
で
は
、
昨

秋
改
選
さ
れ

た
役
員
・
議
員
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
丁
寧
に
会

員
企
業
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
抱
え
る
課
題
を
明
確
に

し
、
徳
島
県
商
工
会
議
所
連
合
会
・
日
本
商
工
会
議
所

と
共
に
、
課
題
解
決
に
向
け
て
凡
事
徹
底
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
阿
南
商
工
会
議
所
の
役
員
・

議
員
を
務
め
ら
れ
、
昨
年
11
月
の
改
選
に
お
い
て
退
任

さ
れ
た
９
名
の
方
々
に
、
日
本
商
工
会
議
所
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
公
益
財
団
法
人
徳
島
経
済
研
究
所　

蔭

西
義
輝
上
席
研
究
員
よ
り
「
正
常
化
に
向
か
う
か
？
内

外
・
徳
島
経
済
の
動
向
」
と
題
し
て
、
新
春
経
済
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考

慮
し
て
、
懇
親
会
は
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

退任の方々へ、日本商工会議所感謝状の贈呈

橘
港
と
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン 

に
関
わ
る
要
望
書
提
出

阿
南
商
工
会
議
所
新
年
互
礼
会
開
催

〜
勢
い
よ
く
飛
躍
す
る「
卯
年
」に
期
待
し
て
〜
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令
和
５
年
１
月
13
日
（
金
）、

令
和
４
年
度
優
良
従
業
員
表
彰

式
が
阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
表
彰
式
は
、
会
員
事
業
所

か
ら
の
推
薦
に
基
づ
き
、
企
業

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
従

業
員
の
方
々
の
功
績
を
称
え
る

た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
は
10
年
以
上
勤
続
表

彰
が
21
名
、
20
年
以
上
勤
続
表

彰
が
８
名
、
30
年
以
上
勤
続
表

彰
が
６
名
の
計
35
名
（
１
３
事

業
所
）
の
方
々
が
表
彰
の
栄
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
表
原
阿
南
市

長
、
兼
松
会
頭
か
ら
表
彰
状
を

受
賞
者
一
人
一
人
に
手
渡
し
、

来
賓
の
方
々
よ
り
、
長
年
の
功

績
に
対
す
る
ね
ぎ
ら
い
と
、
今

後
一
層
の
活
躍
に
期
待
す
る
旨
の
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
冨
永
昌
裕
さ

ん（
株
式
会
社
岡
部
機
械
工
業
）か
ら「
自

ら
の
責
任
の
重
さ
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
仕
事
に
大
き
な
励
み
と

な
り
ま
す
。」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
方
に
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
な
お

一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

１
月
23
日
（
月
）
ホ
テ
ル
石
松

に
お
き
ま
し
て
「
元
気
な
仲
間
た

ち
交
流
会
」

in
阿
南
を

開
催
し
、
阿

南
市
内
の

事
業
主
等

52
名
が
参

加
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
交

流
で
は
地
元
に
愛
着
を
持
ち
活
動

を
続
け
る
４
名
の
キ
ー
マ
ン
に
よ

る
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
阿
南
市

か
ら
は
雑
貨
店
Ｂ
ａ
ｎ
ｃ
ｄ
ｏ
ｕ

ｘ
の
坂
東
愛
佳
さ
ん
が
、「
阿
南
ま

ち
ゼ
ミ
」
の
取
組
を
き
っ
か
け
に
、

店
主
や
支
援
者
と
の
交
流
連
携
が

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
繋
が
っ
た
事
等
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
発
表
が
終
了

し
た
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
エ
フ
エ
ム
び
ざ
ん
の

堀
部
貴
子
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
り
、
４
名
の
パ
ネ
ラ
ー
の
共
通

点
を
共
有
し
て
、
互
い
の
関
係
性

を
高
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
小
さ
な
問

題
解
決
の
取
組
か
ら
、「
ま
ち
づ

く
り
」
に
繋
が
っ
た
こ
と
を
共
有

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
も
自
店

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
繋
が
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
喜
ん
で
頂
き
ま

し
た
。

　

２
０
０
４
年
１
月
に
設
立
さ
れ
た
全
国
み
ち
づ
く
り
女
性

ネ
ッ
ト
主
催
の
「
全
国
み
ち
づ
く
り
女
性
団
体
交
流
会
議
」
が
、

１
月
28
日
〜
29
日
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
ぶ
り
に
東
京
都
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
各
団
体
が
国
土
交
通
省
丹
羽
克
彦
道
路
局
長
へ

対
面
要
望
が
久
し
ぶ
り
に
実
現
し
、２
日
目
の
交
流
会
議
で
は
、

全
国
か
ら
延
べ
26
団
体
と
ご
来
賓
の
総
勢
約
１
０
０
名
が
ホ
テ

ル
会
場
に
集
い
、
基
調
講
演
や
活
動
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
の
ご
来
賓
と
し
て
、
丹
羽
道
路
局
長
を
は
じ
め
、
歴
代

の
道
路
局
長
、学
識
者
・
有
識
者
他
多
数
ご
臨
席
を
賜
り
、冒
頭
、

「
道
路
は
繋
が
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も

あ
る
。皆
さ
ん
の
ま
ち
の
一
日
も
早
い
開
通
へ
全
力
を
尽
く
す
」

と
斉
藤
鉄
夫
大
臣
の
挨
拶
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。
サ
プ
ラ
イ
ズ

ゲ
ス
ト
と
し
て
は
、
佐
藤
信
秋
参
議
院
議
員
が
登
場
、
ま
た
、

野
田
聖
子
衆
議
院
議
員
が
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
参
加
で
励
ま
し
の
エ
ー

ル
を
賜
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
活
動
報
告
で
は
、
県
南
部
に
お
け
る
高
規
格
道
路

の
必
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
参
加
団
体
全
て
の
方
々
と
一

緒
に
「
日
本
は
ひ
と
つ　

道
は
つ
な
が
る　

日
本
の
未
来
は
無

限
大
！
」
と
締
め
く
く
り
、
会
場
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
は
次
世
代
の
子

や
孫
の
た
め
、
女
性
の
感
性
を
活
か
し
、

情
熱
を
も
っ
て
県
南
部
の
道
路
整
備
推
進

に
対
す
る
地
元
の
声
や
熱
意
を
国
・
県
に

届
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
今
後

益
々
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
従
業
員
は
企
業
の
宝
」
地
域
を
動
か
す
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　 

キ
ー
マ
ン
大
集
合
!!

〜
小
さ
な
店
だ
か
ら
こ
そ
、輝
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
・
価
値
が
あ
る
〜

令
和
４
年
度

優
良
従
業
員

表
彰
式
挙
行

参
加
者
全
員
で
集
合
写
真

丹羽道路局長への要望活動

四国はひとつ“阿波のみち”
女性フォーラム実行委員会

 未知フォーラム は、
 YouTubeで配信中!

「全国みちづくり女性団体交流会議2022」開催される！
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観光振興対策委員会

　1月29日（日）、観光振興委員会主催による「Wikipedia Town 
in阿南」を実施した。
　このイベントは阿南市の名所や歴史・史跡を散策し、新たな
魅力を再発見するとともに、書籍や資料を参考にした情報を
インターネット上のフリー百科事典「ウィキペディア」に書き
込むことで情報発信して観光誘客を促し、地域経済への波及
効果につなげることが目的。
　この日行われたイベントに応募した参加者は津峯神社を訪
れ、境内にある社や石柱、狛犬などを調査した。また同神社の
林宮司より歴史やこれからの思いなどレクチャーを受けた。
　調査後、会場を移して行われた午後の部では、講師からウィ
キペディアへの書き込みルールなどに関するレクチャーを受
けながら、関連書籍・資料を参考に、文献調査、記事作成・編集
など入力作業を行い、ウィキペディア上に新たな情報を付け
加えた。成果発表会を終えた参加者からは、「操作方法をせっ
かく覚えたので、今後も書き込みを続けたい」、「こういう世界
があったのかと新鮮な気持ちだ」などの声が寄せられた。

地域の魅力再発見！

Wikipedia Town in 阿南

　当所では、令和3年「伴走型

小規模事業者支援推進事業」

に採択され、その支援事業の

一環で「新たな需要の開拓支

援」として、1月25日・26日、大

阪のインテックス大阪で開

催された「FOOD  S TY LE  

Kansai2023」の商談展示会へ

の3事業所の出展を支援しま

した。この展示会には、全国

47都道府県から450社以上が

出展し、「全国の食を関西に

もっと！」をテーマに外食・中食・小売事業者を対象に関西最

大級規模の商談展示会です。

　2025年に大阪・関西万博を控え盛り上がりを見せる関西市

場の商談会は、2日間で約18,000人の来場者があり、出展事業

者からは新たな販路開拓の道筋ができ、最新の情報収集や目

の前に迫る課題解決、新たな商談先の発掘等ができたと大変

好評を得る事ができました。

　商談会出展に

興味がある方は

是非、当所の相

談所までご相談

ください。

関西最大級！
外食・中食・小売業界を網羅する

食の商談展示会
「FOOD STYLE　Kansai2023」に出展!!
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青 年 部 だより女 性 会 だより
　

阿
南
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
令
和
４
年
度
の

事
業
と
し
て
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
助
成
に
よ
り
「
ふ

る
さ
と
ゆ
か
り
の
偉
人
マ
ン
ガ
製
作
」
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
加

速
化
な
ど
、
地
域
社
会
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り

を
育
む
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
を
担
お
う
と
す
る

姿
勢
や
国
際
社
会
の
中
で
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く

力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
会
で
は
阿
南
市
ゆ
か
り
の
偉
人
と
し
て
、

阿
波
水
軍
を
率
い
て
絶
大
な
指
揮
を
任
さ
れ
て
い

た
森
家
「
森
甚
五
兵
衛
氏
」
を
選
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
ス
タ
ジ
オ
ソ
ル
の
協
力
を
得
て
３
月
末
に

仕
上
が
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

完
成
後
は
、
阿
南
市
の
小
学
５
年
生
へ
偉
人
マ
ン
ガ
の
配

布
を
行
う
と
共
に
、
活
用
事
業
を
通
し
て
阿
南
市
の
偉
人
「

森
甚
五
兵
衛
氏
」
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
将
来

の
生
き
方
や
生
活
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
い
ま
す
。

　

令
和
５
年

度
、
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
大
会

【
第
40
回
・

９
／
８
〜
９

開
催
】
が
阿

南
商
工
会
議

所
青
年
部
（
以
下
：
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
主
管

で
26
年
ぶ
り
に
阿
南
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
は
、
経
済
・

社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
企
業
と
地
域
社
会
の
次
代
を

担
う
青
年
経
済
人
が
互
い
に
交
流

と
連
携
の
輪
を
拡
げ
、
企
業
の
発

展
と
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
に

果
た
す
商
工
会
議
所
の
役
割
を
認

識
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
何
を

な
す
べ
き
か
を
研
究
し
研
鑽
す
る

事
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
で
、
令
和
５
年
度
の
主

管
を
担
う
阿
南
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
事
業
を
運
営
す
る
こ
と

と
な
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
１
／

28(

土)

に
「
令
和
５
年
度
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
予
定
者
会
議
」

を
ホ
テ
ル
石
松
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

会
議
当
日
は
、
遠
く
は
高
知
県

宿
毛
市
か
ら
足
を
運
ん
で
頂
く
な

ど
四
国
内
か
ら
約
60
名
以
上
の
方

が
阿
南
に
集
い
、
阿
南
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か

ら
は
令
和
５
年
度
会
長
予
定
者
と

し
て
星
場
俊
之
君
、
専
務
理
事
予
定
者
と
し
て

小
川
義
宏
君
の
２
名
が
出
向
予
定
と
な
り
ま

し
た
。

　

予
定
者
会
議
で
は
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ

会
長
所
信(

案)

・
役
員
組
織（
案
）・
収
支
予

算
（
案
）・
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
等
に
つ

い
て
協
議
、
報
告
事
項
で
は
、
第
40
四
国
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
阿
南
大
会
開
催
概
要(

案)

・
令
和

５
年
度
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
郷
創
・
交

流
委
員
会
組
織
図(

案)

等
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

こ
の
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
事
業
を
通
し
て
、

阿
南
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
い
、
更
な
る

経
済
の
活
性
化
に
繋

げ
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

諸
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
偉
人

「
森 

甚
五
兵
衛
」の
活
躍
を
マ
ン
ガ
に
！

令和５年度

　

ふ
な
ど
こ
ろ
阿

南
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
は
上
天
草
市

海
運
業
次
世
代
人

材
育
成
推
進
協
議

会
（
熊
本
県
）
と

昨
年
４
月
に
友
好

団
体
協
定
を
結
ん

で
以
降
、
情
報
交

換
し
な
が
ら
内
航

海
運
業
界
振
興
の

た
め
に
活
動
し
て

き
た
。

　

そ
の
よ
う
な

中
、
相
互
の
活
動
報
告
や
共
通
課
題
解
決
を
探
る

た
め
、
去
る
１
月
25
日
（
水
）
、
協
定
締
結
後
は

じ
め
て
の
顔
合
わ
せ
と
な
る
合
同
会
議
を
広
島
市

で
開
催
。
共
通
課
題
で
あ
る
船
員
不
足
解
消
の
た

め
、
将
来
を
担
う
若
い
人
材
に
ど
の
よ
う
に
内
航

海
運
を
認
知
し
て
も
ら
う
か
、
船
の
仕
事
へ
の
理

解
を
ど
の
よ
う
に
深
め
さ
せ
て
い
く
の
か
両
協
議

会
に
よ
っ
て
協
議
し
た
。

　

今
後
は
出
前
授

業
に
活
用
で
き
る

教
本
づ
く
り
を
共

同
で
製
作
し
て
い

く
な
ど
海
洋
教
育

充
実
に
向
け
て
連

携
を
さ
ら
に
強
化

し
て
い
く
こ
と
で

合
意
し
た
。

ふなどころ阿南まちづくり協議会 内航海運振興のために連携強化！
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水
の
循
環

　

地
球
は
〝
水
の
惑
星
〞
と
呼
ば
れ
ま
す

が
、
果
た
し
て
水
は
ど
の
よ
う
な
形
で
地

球
上
に
存
在
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

量
の
多
い
方
か
ら
海
水
・
氷
河
・
地
下
水
・

塩
水
湖
・
淡
水
湖
・
土
壌
水
・
大
気
・
河

川
水
・
生
物
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
海
水
の
占
め
る
割
合
が
何
と
97
％

を
占
め
、
河
川
の
水
の
量
は
と
い
え
ば
ほ

ん
の
わ
ず
か
で
、
私
た
ち
は
こ
の
水
に
よ

っ
て
、
恩
恵
を
享
受
し
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
は
洪
水
と
か
渇
水
と
か
の
害
を
被
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
太
陽
か
ら
の
熱
の
影
響
で
、
地

球
上
で
は
絶
え
ず
膨
大
な
量
の
水
が
循
環

し
て
い
る
の
で
す
。
海
洋
・
陸
上
か
ら
の

蒸
発
と
植
物
か
ら
の
蒸
散
に
よ
る
水
分
は

上
空
で
雲
と
な
り
、
雨
・
雪
と
な
っ
て
地

上
に
降
り
注
ぎ
ま
す
。
こ
の
水
の
循
環
の

サ
イ
ク
ル
の
う
ち
、
主
に
陸
地
に
降
っ
た

雨
や
雪
が
海
に
流
れ
込
む
過
程
で
、
人
間

は
水
を
様
々
な
用
途
に
利
用
し
な
が
ら
、

ま
た
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
た
際
の
洪
水

や
渇
水
に
対
応
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。

川
と
は
ど
う
い
う
も
の
？

　

雨
が
増
え
る
と
川
の
水
が
増
え
ま
す

が
、
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
古
来

よ
り
川
の
水
と
稲
作
と
に
は
大
き
な
関
り

が
あ
っ
た
の
で
、
洪
水
や
渇
水
を
体
験
し

な
が
ら
こ
の
関
係
を
よ
く
理
解
し
て
い
ま

し
た
。こ
の
状
況
を
端
的
に
表
し
た
の
が
、

松
尾
芭
蕉
の
「
五
月
雨
を 

集
め
て
は
や

し 
最
上
川
」
で
す
。

　

一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
は
、
雨

と
川
の
関
係
が
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
理
由
は
、
川
が
長
す
ぎ
て
、
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
の
天
候
と
川
の
水
量

に
は
相
関
性
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
つ
ま

り
、
上
流
と
下
流
の
距
離
が
長
け
れ
ば
両

者
の
天
気
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
高

山
の
雪
解
け
水
は
気
温
が
上
昇
す
れ
ば
増

え
て
き
ま
す
。
私
は
大
学
時
代
、
長
岡
市

を
流
れ
る
信
濃
川
が
、
五
月
の
上
天
気
の

日
に
濁
流
か
つ
大
流
量
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
松
尾
芭
蕉
の

『
奥
の
細
道
』
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
者

ペ
ロ
ー
が
『
泉
の
起
源
』
で
、
雨
と
川
の

関
係
に
つ
い
て
解
明
し
た
の
が
17
世
紀
後

半
の
ほ
ぼ
同
時
期
で
す
。

川
の
中
を
流
れ
る
も
の

　

川
の
中
で
は
色
ん
な
も
の
が
動
い
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
水
は
動
き
、砂
も
動
き
、

生
き
物
で
は
魚
や
カ
ニ
、
た
ま
に
は
ゴ
ミ

も
流
れ
、
山
の
栄
養
分
も
海
ま
で
流
れ
て

い
き
ま
す
。
一
方
、
砂
は
ダ
ム
や
堰
な
ど

に
よ
っ
て
止
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
堆
砂
・

河
床
低
下
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。
魚
は

産
卵
の
た
め
に
上
下
流
に
移
動
し
ま
す

が
、
サ
ケ
や
マ
ス
の
よ
う
に
上
流
で
産
卵

す
る
の
を
遡
河
（
そ
か
）
回
遊
魚
、
ウ
ナ

ギ
や
ア
ユ
の
よ
う
に
産
卵
の
た
め
に
下
流

へ
移
動
す
る
の
を
降
河
（
こ
う
か
）
回
遊

魚
と
い
い
ま
す
。

　

川
の
中
を
た
く
さ
ん
流
れ
て
欲
し
い
も

の
、
そ
れ
は
先
ほ
ど
述
べ
た
山
の
栄
養
分

で
、
主
に
窒
素
・
リ
ン
・
鉄
分
で
す
。
特

に
落
葉
広
葉
樹
の
山
に
は
栄
養
分
が
多
い

よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
木
に
は

実
の
な
る
も
の
が
多
い
た
め
生
き
物
が
多

く
集
ま
り
、
食
物
連
鎖
が
確
立
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
、サ
ケ
・

マ
ス
の
産
卵
後
の
死
骸
は
栄
養
分
と
し
て

下
流
へ
流
れ
て
い
き
ま
す
。

日
本
の
川
の
特
徴

　

日
本
が
経
済
成
長
を
し
て
い
た
頃
の
話

で
す
。
日
本
へ
観
光
旅
行
に
来
た
人
の
多

く
は
、
東
京
見
物
の
後
は
京
都
へ
行
く
人

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
新
幹
線
か
ら
富

士
山
を
見
な
が
ら
、
鉄
橋
を
渡
る
時
、
ふ

と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大

き
な
川
が
あ
る
も
の
の
、
水
の
流
れ
る
場

所
は
わ
ず
か
で
、
川
原
が
大
き
な
空
き
地

に
な
っ
て
も
っ
た
い
な
い
と
。
し
か
し
、

こ
れ
は
こ
れ
で
意
味
が
あ
っ
た
の
で
す
。

実
は
、
日
本
の
川
は
短
く
て
急
こ
う
配
の

為
、
降
っ
た
雨
が
す
ぐ
に
流
れ
出
し
て
大

流
量
に
な
る
た
め
広
い
川
が
必
要
で
す

が
、
そ
の
後
は
急
に
水
が
少
な
く
な
る
の

で
す
。

　

で
は
、
日
本
の
川
と
地
元
の
那
賀
川
の

特
徴
を
グ
ラ
フ
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
日

本
の
川
は
急
こ
う
配
で
あ
る
と
述
べ
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
も
那
賀
川
は
２
０
０
０

ｍ
級
の
剣
山
山
系
ジ
ロ
ー
ギ
ュ
ー
か
ら
平

野
部
へ
と
一
気
に
流
下
す
る
た
め
か
な
り

の
急
こ
う
配
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
「
那
賀
川
は
洪
水
に
な
り
や
す
く
、
渇

水
に
も
な
り
や
す
い
川
」
と
言
え
る
の
で

す
。

地球上の水の分布（単位：万km３）
[ 環境工学入門、実教出版 ]

急流河川である那賀川水系
[ 国交省那賀川河川事務所、FLOW2022]
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羽尻 利門
（はじり としかど）

絵本作家。
1980年兵庫生まれ、京都育ち。
2008年より阿南市在住。
絵本『夏がきた』は、社会保障審議会児童福祉文
化財及び2019年IBBY（国際児童図書評議会）バリ
アフリー児童図書に選定されている。
絵本の作絵、児童書・小学校の教科書の挿絵など
を手がけている。
日本児童出版美術家連盟会員。

ります。
　羽尻さんは、京都府で育ち、大学卒業後
は東京都で働いていました。時間の合間
を見つけては、イラストを描くことに没
頭する毎日でした。
　２００８年、結婚を機に奥様の実家が
ある阿南市に移住されました。少しづつ
イラストの仕事を受けるようになり、奥
様から「貴方ならきっと上手くいく。私が
応援するから頑張って」と背中を押す一
声が、本格的にイラストを描くきっかけ
になりました。現在は人間模様や原風景
をテーマに挿絵画家・絵本作家として多
くの作品を描き出しています。
　会報「ニュー阿南」の表紙には、阿南市
で育った人にとっては、見慣れた景色・人
間模様でもイラストとして見ると別の魅
力が表に浮かび上がります。そのイラス
トを見る人の心が優しくなり、ホッとす
るような会報誌にしたいという思いを込

めて、今日まで描かれてきました。
　今後の活動については、表紙絵はひと
まずこれで卒業ですが、これからも全国
で読まれる絵本の中に「ニュー阿南」の表
紙に描くことができなかった様々な阿南
市の風物を織り交ぜ、イラストを見た人
に阿南市の魅力を知ってもらう絵本を作
り出していくとおっしゃっていただきま
した。
　羽尻さん！約１０年間お世話になりま
した！これからも応援しています！

プロフィール

　阿南商工会議所会報「ニュー阿
南」の各号の表紙を飾るイラスト
は、２００９年から阿南市の絵本

作家としても有名な羽尻 利門氏によっ
て描かれてきました。阿南市の季節を現
す各地の風景画・様々なイベントを題材
に、計７１枚ものイラストを掲載してい
ただきましたが、このたび今月号をもっ
て、羽尻さんが描いた表紙絵は最後とな

　室戸阿南海岸国定公園の風光明媚な海岸沿
いをウォーキングで巡るイベント、「第1回
ONSENガストロノミ―ウォーキングin四国最
東端・阿波のくに阿南」が3月5日（日）、阿南市
を舞台に開催されました。
　県内外から参加した約130名の参加者は、阿
南の自然・文化を楽しみながら、実行委員会が
用意した海の幸、山の幸、地酒を堪能しながら
およそ8kmのコースをウォーキングしました。
　参加者の皆様にも喜んでいただくととも
に、私たちが阿南市の魅力を再認識すること
ができ、大変有意義なイベントとなりました。

in四国最東端阿波のくに阿南
第1回 ONSENガストロノミ―ウォーキング

開催される!!
羽尻利門氏
作品展示案内
羽尻利門氏
作品展示案内
羽尻利門氏
作品展示案内
羽尻利門氏
作品展示案内

日時　4月9日（日）～23日（木）
会場　光のまちステーションプラザ
　　　「ニュー阿南」原画作品他展示

“思いをイ
ラストへ”

羽尻利門氏特
集

小さな店が輝く時

てのひらのしあわせ
羽尻利門 オフィシャルウェブサイト

ご存知ですか！
インボイス制度・電子帳簿保存法

2023年10月1日から
インボイス制度が
始まります！
適格請求書（インボイス）発行事業者の
登録申請が始まっています！
免税事業者への軽減措置・事務負担の軽
減がございます。
■詳しくは阿南商工会議所へ
　TEL:0884-22-2301
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